



Measurement of Dielectric Constant in the 
Region of 8 mm Wavelength (1) 
木八
YAGI 
Dielectric constant of NaCl-crystal in the region of 8 mm wavelength was measured by 
the high-Q cavity method and also its temperature dependency was measured and then its 
































































光の速度 3X 1010 cm/sec 
使用した粍波の周波数 35x 109/sec 






D 空洞共振器の直径 2.18 cm = 1. 09 x 2 cm 
いま共振器の長さ凶あるモードの電波が共振したとするパ第3図A参照)L=n 警とで
与えられる o つぎに共振器に厚さ aの試料を入れた時の共振点の長さを lとする O 試料の中で粍波
の波長が変化する割合は a/~gaiT=m である D また l は次式で与えられる D
〈n-m)15也+a 1 
とれを変形して，









決定出来る D すなわちこの式よりなNamを算出することが出来る o
).gNaOlとk〆との聞にはよく知られたつぎの関係式がある o すなわち

















示すような回路網より成っている o すなわち第1のクライエトロンはリベラ電圧を低周波 (60--
120 cps= X)で変調する乙とによって fo(=35KMC)を中心にムfだけの幅の振動数の異なった
発振与させる O 乙の波をこつけける O 一方は単流導波管を通した後に測定用の空洞共振器に導
くo 乙れからの出力を検波してνンクロエコープの Y2軸に入れる D 他方は正確な減衰器を通した
後に検波してνンクロスコープのY1軸に入れる o第2のクライストロンではAの一定振動数の発
振を行なわせる o これには AFC回路を附して振動数の安定を保つようにする口クライエトロ y
No.lおよび No.2の電波はマヂックTを通して混合し，波長計に導き検波器によってAの正確な
値を読みとることが出来る D またこの検波器の出力にはクライストロン No.lとNo.2のうなり，
すなわちムfを含んでいるo そこでこの信号をムfノ(豆ムf)の選択増幅器にかける O 一般には狭
帯域の通信機用受信機を使用する口その出力をパルス形成田路に入れてパルスによってVンクロ只Lーフ。のZ軸を働かせる凸これはνンクロエコープのX軸に対して中心周波数Aよりムfだけす
ぐれた時聞に輝度変調を与えてX軸上に周波数の比較点を入れるためのものである。
耗 j皮領域の誘電率の測定 171 
先ず測定用の空洞共振器に試料を入れずに電波を送って空洞共振器の共振点を検知器によって知








第 6 図第 5 図
致させる o Y1を精密減産器によって 3dbだけ第6図の如くに下げる o Y1 と Yzの交点の幅w
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第8図 岩塩結晶の誘電率の制度依存性
に減らして 4，OOmmついで 2，99mmとしてそれぞれの場合の k'の値を算出するo
ここで誘電率の温度依存性を調べるために測定用の空洞共振器を小型の炉に入れて温度を上げて
行く o 共振器内部の酸化を防ぐためには N2のガユを流した口温度の上昇につれて共振器も膨脹す
第 1表岩塩結晶の誘電率 (k')
周波数 35，0KMC 室溢 260C
|モー¥ド厚¥さi1. 00 2，冊目1竺?竺竺
TEo14 I 4，45 4.35 5， 07 5，27 
TEo15 I 6，56 5，07 5，27 5. 19 
TEo23 6.22 5.67 
TE23 7.09 5.79 5，58 5.47 
TE513 8.00 5，96 4.91 
TEs14 5.14 4.60 5.44 
TEo24 5.98 5.41 
TE313 6.58 5.39 5.67 
平均値 6.20 5.71 5.44 5.39 5.39 
るので長さの測定には充分注意を要する G そこで試
第2表誘電率の温度依存'tl:
周波数 35.0KMC 結品 NaCl
測定温度|却。C 1帥 2削蜘抑制
結晶の厚さ 2.99mm 3.00 3.01 3.02 3.03 3.035 
TE014 5.23 5，27 5.37 5.44 5.51 5，57 
TM313 5.80 5.81 5.87 5.90 5.94 5.97 
TE513 5.02 5，08 
TE23 5.68 5.73 6，01 6.25 6.39 6，52 
TEo15 5.24 5.31 5.41 5.51 5.55 5.61 




磨の精度は 1/100mm以下であったが，結晶が 100ocの温度の上昇に対して 1/100mm以上の厚
さの変化をするのでこの点も補正を必要とする。
かくて 200Cから 4000Cまでの温度にわたって誘電率の温度依存性の結果は第2表に示す通り
である O これより岩塩結晶の絶対温度をTとするとき，その誘電率は次式で与えられる o
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